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Vol.005 謎とロマンを秘めた太古の証：フゴッペ洞窟

岩壁刻画が拓く北海道観光の新境地 

 

未踏の歴史が誘う、神秘の旅 

北海道小樽から余市にかけての地域は、積丹半島を望

む風光明媚な海岸線と、豊かな自然に恵まれた美食の

地として知られています。多くの観光客が小樽運河の

情緒や余市ウイスキーの芳醇な香りに惹かれる一方

で、この地には時を超えた「謎」と「ロマン」を秘め

た、類稀な古代遺跡が点在しています。特に、2000 年

から 1500 年前という太古の時を刻むフゴッペ洞窟の

岩壁刻画は、日本の考古学史上極めて稀有な存在であ

り、その神秘的な魅力は計り知れません。本稿では、

フゴッペ洞窟の岩壁刻画が持つ学術的・歴史的価値、

そしてそこから見えてくる古代北方海洋民族の営み

と精神世界に焦点を当て、この未だ知られざるミステ

リースポットが北海道観光に与える新たな可能性を

探求します。 

 

1. フゴッペ洞窟が語る古代海洋民族の生活と交流 

北海道余市町に位置するフゴッペ洞窟は、約 1,500 年

から 2,000 年前の続縄文時代から擦文時代にかけて、

狩猟採集民が生活の場として利用していたとされる

貴重な遺跡です。洞窟内からは、当時の人々の生活を

物語る多様な遺物が発見されており、特にオットセイ、

クジラ、アホウドリなどの骨は、彼らが卓越した海洋

技術を持つ漁民・狩猟民であったことを明確に示唆し

ています。洞窟の壁面に刻まれた岩壁刻画は、フゴッ

ペ洞窟の最も特筆すべき点であり、その内容は当時の

人々の生活様式や精神世界を鮮やかに描き出してい

ます。刻画の中には、明確な船や魚のモチーフが確認

でき、これは当時の人々がいかに海と密接に関わり、

その恵みを受けて生活していたかを物語っています。

これらの海洋モチーフは、単なる日常の描写に留まら

ず、北方海洋民族が広大な海を舞台に、遠く離れた大

陸との間で往来をしていた可能性をも示唆する重要

な手掛かりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際にシベリアのバイカル湖周辺やアムール河あた

りに類似した物が残っているそうです。この類似性は、

紀元前後にユーラシア大陸北東部から北海道にかけ

て、共通の文化圏が形成されていた可能性、あるいは

活発な交易や人の移動があったことを示唆しており、

研究者の間で大きな謎とロマンを膨らませています。

フゴッペ洞窟の刻画は、単なるローカルな遺跡の枠を

超え、ユーラシア大陸規模での古代文化交流の一端を 

解き明かす鍵となる可能性を秘めているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 有翼人・有角人が織りなす神秘の世界：シャーマニ

ズムの痕跡 

フゴッペ洞窟の岩壁刻画の特異性は、その描写内容に

も見られます。壁画の主要なモチーフとして、人物像

と、動物や鳥類に仮装したと見られる仮想人物像が数

多く描かれています。中でも注目すべきは、翼を広げ

た鳥に仮装した有翼人（ゆうよくじん）が 107 体、角

と尻尾を持つ動物に仮装したと見られる有角人（ゆう

かくじん）が 78 体も残されている点です。 

 

ネクストブレイク的に今はあまり知られていない、街や

地域をご紹介するコーナーです。観光客があまり訪れる

ことのない魅力的な地を旅することは、旅本来の旅の楽

しみ、醍醐味を教えてくれます。 

フゴッペ洞窟・外観 
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これらの仮想人物像の多くは、両手にシャーマンが儀

式に用いると推測される祭具を持っていることから、

フゴッペ洞窟が単なる生活の場ではなく、当時の人々

にとって多様な儀礼が行われる聖なる空間であった

ことが強く示唆されます。有翼人や有角人は、鳥や動

物の霊的な力を借りて、この世とあの世を行き来する

シャーマン（呪術師）の姿、あるいは彼らの行う儀式

の様子を描いたものと考えられています。これは、古

代の人々が自然界の精霊や動物を崇拝し、シャーマニ

ズムを通じて超自然的な存在と交信しようとした、彼

らの精神世界の奥深さを物語っています。フゴッペ洞

窟は、当時の人々の信仰や宇宙観を現代に伝える、貴

重な「心の記録」と言えるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 世界に誇るべき稀有な存在：未解明の魅力と観光の

潜在力 

このような大規模かつ多様な岩壁刻画が発見されて

いる洞窟は、日本国内においては極めて稀有な存在で

す。フゴッペ洞窟の隣に位置する小樽の手宮洞窟にも

同様の刻画が存在しますが、それを除けば、他に同種

の遺跡はほとんど確認されていません。この事実は、

フゴッペ洞窟の学術的価値がいかに高いかを物語っ

ています。その重要性は世界的な注目を集め、これま

でも諸外国から多くの著名な考古学者たちが視察に

訪れています。しかしながら、これほどまでに貴重な

遺跡が、日本人にはほとんど知られることなく現存し

ている現状は、極めて不可思議であり、同時に大きな

機会損失であると言わざるを得ません。 

 

世界には、オーストラリアのアボリジニが残した岩壁

絵画や、フランスのラスコー洞窟、スペインのアルタ

ミラ洞窟のように、その芸術性や歴史的価値から世界

遺産に登録され、世界中から観光客が訪れる著名な洞

窟壁画遺跡が数多く存在します。フゴッペ洞窟の岩壁

刻画も、規模こそ小さいですが、あるいはそれらとは

異なる独特の価値を持つ可能性を秘めています。未解

明の部分が多いからこそ、その「謎」と「ロマン」が

人々を惹きつけ、探求心を刺激するのです。 

 

 

おわりに：歴史の扉を開き、未来の観光を創造する 

フゴッペ洞窟の岩壁刻画は、単なる地方の遺跡ではあ

りません。それは、古代北方海洋民族の生活、交流、

そして精神世界を現代に伝える、タイムカプセルのよ

うな存在です。この類まれな歴史的資源を、北海道の

新たな観光の柱として育成することは、地域経済の活

性化のみならず、日本の歴史と文化の多様性を国内外

に発信する上で極めて重要な意味を持ちます。フゴッ

ペ洞窟の魅力を最大限に引き出し、より多くの人々に

その価値を知ってもらうためには、以下のような取り

組みが不可欠です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学術的知見の普及とコンテンツ化: 研究成果を分

かりやすく解説した展示や映像コンテンツの制作、

専門家による講演会の開催などを通じ、一般の

人々がその謎とロマンに触れる機会を増やす。洞

フゴッペ洞窟・有翼人 

フゴッペ洞窟・エントランス 
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窟内撮影禁止の為、露出が少ない現状ですが、広

報用の写真なども用意し存在を一般にアピールし

ていく。 

② プロモーションの強化と多角化: 「古代ミステリ

ーツアー」といったテーマ性を持たせた旅行商品

を開発し、歴史愛好家や研究者、教育旅行など、多

様な層へのアプローチを図る。特に、国内外の歴

史・考古学系メディアや旅行雑誌への露出を強化

する。 

③ 周辺観光資源との連携: 余市ウイスキー蒸溜所や

小樽運河など、既存の主要観光地とフゴッペ洞窟

を組み合わせた周遊ルートを確立し、相乗効果を

狙う。 

 

フゴッペ洞窟が、アボリジニやラスコー、アルタミラ

の洞窟壁画に比肩する、世界から観光客が訪れる「謎

とロマンの聖地」となる日は、決して遠くないかもし

れません。私たちはこの貴重な遺産を守り伝え、その

無限の可能性を拓く責任があるのではないでしょう

か。 


